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第２章 航路診断 
 

（１）航路利用の概況 

 

①運航状況（就航率） 

   

就航率は平均９７％と安定的な運航。月別でみると冬場の時化による欠航が５％前後。 

 

・ 就航率は 97％前後で推移しており安定的な運航が行われている。 

・ 月別でみると、12月をピークに、冬場特有の時化の影響により就航率は低下する。 

 

図表 年間平均就航率（1-（欠航回数/運行回数）） 

 

 

図表 月別就航率 ※H15～H28年度平均 
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②利用者数 

 

 １）年間利用者数 

   

利用者数は７万人前後で推移 

 

・ 本航路の利用者数は、島内人口の減少が続く中で、島外利用者の増加により 7万人前後

を維持している。 

・ 平成 26年度から平成 28年度の増加は公共事業（小学校改築）が影響していると考えら

れる。 

 

図表 利用者数〔左軸〕・人口〔左軸〕（単位：人） 

 

 

図表 平成 18年度＝100％の場合の推移 
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 ２）区間別利用者数 

   

利用者数割合は藍島８７％、馬島１３％と人口比率と同じ割合の利用者数 

 

・ 区間別の利用者数は、藍島―小倉が平成 28年度で 61,432人と全体の 86.7％を占めてい

る。 

・ 利用者数の推移をみると、藍島―小倉は平成 24年度以降、僅かに減少する年度があるもの

の全体的には増加傾向にある。一方、馬島―小倉は平成 22年度以降、減少傾向にある。 

 

図表 区間別利用者数（内円が利用者数比率、外円は人口比率） 

 

 

図表 区間別利用者数（単位：人） 

（藍島―小倉利用者数）             （馬島―小倉利用者数） 
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図表 平成 17年度＝100の場合の推移 

 

 

図表 平成 28年度 月別利用者数（単位：人） 

 

 

図表 平成 27～28年度月別利用者数増減率 

 

60

70

80

90

100

110

藍島‐小倉 馬島‐小倉

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

藍島‐小倉 馬島‐小倉

-40%

-20%

0%

20%

40%

60%

80%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

藍島‐小倉 馬島‐小倉



 

21 

 

 

 

３）区間別・曜日別利用者数 （平成 28 年度） 

   

土日利用者は平日の 1.4～1.7倍。4～8月が観光ピーク 

 

・ 曜日別利用者数をみると、全体的に土曜日、日曜日の利用者が多く、観光シーズンほど

その傾向が強い。 

・ 平日（月～金）の平均値を 1.0とした場合、土曜日が 1.7、日曜日は 1.4となる。 

  

図表 曜日別利用者数（単位：人） 

 

 

図表 月別・曜日別利用者数（単位：人） 
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図表 区間別・月別・曜日別利用者数（人） 
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４）島民・島外別推計利用者数 （小倉発の往復乗船券購入者を「島外利用者」と仮定） 

 

島民：島外利用者は 51：49 と拮抗。年々島外利用者の割合が高まる傾向。 

 

・ 小倉港での往復乗船券購入者を「島外利用者」と仮定した場合、平成 28年度では島民

51％、島外利用者 49％となる。 

・ 島民は人口減少の影響により減少傾向にあるが、島外利用者は平成 23年度以降増加して

おり、年々島外利用者の割合が高まっている。 

 

図表 島民・島外別利用者数（推計）（単位：人） 

 

図表 島民・島外別利用者数割合 
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（２）航路診断 

航路診断では、小倉航路が安全で快適な運航が行われているか、また、利用状況が適切かど

うかの評価を、①安定性、②快適性、③利便性、④需要妥当性の４つの指標で客観的に分析す

る。 

図表 航路診断項目 

 

評価指標 評価の視点 分析指標 

①安定性 

 荒天以外の機器類による欠航など、船体の問題

で必要以上に就航率が低下する要因がないか。 

 バックアップ体制として、緊急時にも対応できる傭

船先が確保されているか。 

 就航率（年間、月別） 

 他傭船先の所在 

②快適性 

 ハード、ソフト両面で、利用者が快適に利用でき

る環境が整っているか。 

（ハード）船内、待合所 

（ソフト）船員・窓口の接遇 

 アンケート調査 

（満足度） 

③利便性 

 利用者が利用しやすいダイヤ設定となっている

か。 

 路線バスや鉄道などの二次交通の接続状況が

良好であるか。 

 便別利用状況 

 販売券別売上状況 

 アンケート調査 

（満足度） 

④需要 

妥当性 
 定員数と需要のバランスが適切かどうか。 

 日別・便別利用状況 

（乗船率） 
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①安定性 

 

就航率は平均９７％で安定 

 

ア）就航率 

・ 就航率は 95％以上の高い水準にあり、平成 15年度から平成 28年度の単純平均は 97％で

ある。 

 

イ）傭船先 

・ ドック時や船舶の突発的な故障時等には、適切な船舶を確保することとしている。 

 

 

図表 年間平均就航率 
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②快適性 
 

待合所の衛生面の改善の要望が多い。 

 

・ 今回実施したアンケート調査では、待合所の評価が全体的に低く、藍島・馬島の両待合

所や小倉待合所の衛生面の改善等を求める意見が多い。 

・ 一方、船内環境については、新船就航直後ということもあり全体として満足度は高い

が、個別の意見としてはエンジン・スラスター音に関する意見、座席の座り心地や清掃

面の充実を求める意見もみられた。 

・ また、船員マナーについても全体的には満足度が高いが、個別意見として挨拶等の更な

る徹底を求める意見がみられた。 

 

図表 快適性に関する島民アンケート調査結果（※詳細結果は後述） 
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③利便性 

 

平日・土日祝ダイヤの統一や小倉発 1便の早発、 

島発・小倉発 2便の調整などダイヤ見直しの要望が多い。 

 

ア）乗り継ぎについて 

・ 小倉港桟橋は在来線、新幹線、モノレール、路線バスの総合ターミナルである小倉駅か

ら約 650ｍで徒歩 8分程度と隣接しており二次交通への乗り継ぎ利便性は極めて高い。 

・ アンケート調査でも島民満足度は高く、自由意見でも乗り継ぎ改善に関する意見は見ら

れない。 

イ)ダイヤについて 

・ 現在、平日、土曜、日曜・祝日と別れているダイヤの統一に対する意見が多い。 

・ 具体的なダイヤについては、小倉発の 1便、３便に対する見直し要望が多い。また、午

前中に 1便増やして欲しいとの要望も多い。 

 

図表 アンケート結果におけるダイヤに関する意見 
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④需要妥当性 

 

平均乗船率は２２％ 

 

・ 平成 28年度の平均乗船率は 22％である。 

・ 便別での平均乗船者数・乗船率は、小倉行きで 31～36人、乗船率 20～24％である。 

・ 藍島行きでは 1便が 49人、乗船率 33％と集中する傾向が強く、2便及び 3便では 21～25

人、乗船率 10％台と少ない。 

 

図表 平成 28年度 年間平均乗船数・乗船率 

  1 便 2 便 3 便 

小倉行（藍島乗船時） 31 人（20％） 36 人（24％） 32 人（21％） 

藍島行（小倉乗船時） 49 人（33％） 21 人（14％） 25 人（16％） 

全体 32 人（22％） 

（乗船率は定員 150人で算定） 

 

図表 平成 28年度 月別平均乗船率 
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図表 平成 28年度 １日平均乗船率４０％以上 
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第３章 経営診断 

（１）航路経営の概況 
 

①収支状況 
 

毎年 1.3億円前後の赤字経営。収入の 89％は旅客運賃収入 

 

・ 本航路は経営赤字が続いており、毎年の欠損額は 1億 3千万円前後で推移している。 

・ 近年の収益増加により、原価率、売上総利益率とも改善傾向にあるものの、予断を許さ

ない状況が続いている。 

図表 収支推移（千円） 

 

図表 収入構成比（平成 28年度）         図表 費用構成比（平成 28年度） 
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②運賃収入の特性 

 

島外利用者の増加を背景に運賃収入は増加傾向。島外利用者の収入比率は 6割 

 

・ 運賃収入は島民利用分が減少傾向にある一方、島外利用者の増加を背景に全体として増

加傾向にあり、平成 28年度では 18,652千円であった。 

・ 運賃収入比率は島外比率が上昇傾向にあり平成 28年度で 61％となった。実数ベースでは

島民利用者の方が島外利用者よりも多いが、島民利用者の 53％は島民運賃が半額となる

65歳以上の高齢者であることが、収入が抑えられている一つの要因であるといえる。 

 

図表 運賃収入推移（島内・島外別）（単位：千円） 

 

 

図表 島内・島外別運賃収入割合 
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③運賃水準の他航路比較 

 

本航路のキロ当たり単価は近隣他航路（福岡県内、下関市）平均の約４割と低い 

 

・ 本航路のキロ当たり単価は近隣他航路（福岡県内、下関市）平均の４割と低い。 

 

 

図表 福岡県内及び下関市航路キロ当たり運賃比較（単位：円） 
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（２）航路損益計算書の分析 
 

①収入の状況 

収入は近年の利用者の増加から 4 期連続で増加しており、平成 28 年度は 5 年前に比べ 18％

増の 20,877 千円となっている。運航収入が収入全体の 95％程度を占めており、本業以外での

稼ぐ力は少ないといえる。 

②費用の状況 

総費用は平成 24 年度から 4 期連続で減少している。これは船員費や修繕費などの運航費用

は横ばいにあるが、燃料費や傭船料、岸壁使用料の減少から全体として費用削減が進んだ結果

である。 

なお、平成 29 年度からは新船建造により減価償却費が増加するほか、燃料が重油から単価

が高い軽油に変更することにより燃料費の増加が予想される。一方、費用全体の 20％前後を占

める船舶修繕費は、新船導入により一定期間は減少することが予想される。 

③航路損益の状況と将来見通し 

航路損益は、平成 28年度で▲126,148千円であるが、収入増加と費用削減より全体的に改善

傾向にある。収支率は平成 28 年度で 14％と改善傾向にあるが、類似航路に比べ大幅に低い。

これは運賃水準の低さが要因の一つといえる。 

将来の見通しについては、人口減少などを背景に利用者数は減少に転じ、収入が減少する可

能性がある。こうした中、新船の減価償却や主機燃料が重油から軽油へ変更することによる燃

料費増加等が生じる反面、その他の固定費の大幅な削減は難しいことから、利用者数次第では、

今後収支は悪化する可能性がある。 

 

 

 

 

収支悪化を回避するためには、以下の検討が必要である。 

➢ 島民の利用頻度増加に向けた検討 

➢ 島外利用者の増加に向けた検討 

➢ 運賃値上げの検討 

➢ 営業外収入の増加に向けた検討 

➢ 経常費用削減に向けた検討 

➢ 国・県・市が一体となった運航体制の検討 
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図表 経営指標 総括表（単位：千円） 

 

  
資料）損益計算書を基に作成 
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図表 損益計算書（単位：千円） 
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図表 平成２８年度 主な費目の推移（単位：千円） 
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参考：平成 28年度売上枚数  

往復券が枚数ベースで 80.5％、金額ベースで 85％を占め、回数券や定期券は金額ベースで 7％程度

である。往復券の割合が多いことは高頻度利用者が少ないことを示している。単発利用や外部の依存度が

高く、島民の人口減少や少子高齢化による急速な減少はしにくい構造といえる。 

 

図表 平成 28年度売上枚数（単位：枚）※回数券、定期券、団体を含まない 

 

資料）平成 28 年度実績を基に作成。最右列の構成比は販売枚数合計（30,999枚）に対する割合 
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図表 平成 28年度売上金額（単位：円） 

 

資料）平成 28 年度実績を基に作成 

最右列の構成比は売上金額合計（18,646,490円）に対する割合 

 

小倉分室 船内販売機

大人 195,600 293,600 489,200
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（３）収支シミュレーション 
 

本項では将来の収支シミュレーションを、次の前提条件を基に行った。 

シミュレーションの結果、今後、利用者の減少による収入減少と新船の減価償却を含む費用増

加により収支は平成 42年度で▲1.7億円程度まで悪化する可能性がある。 

 

 

＜主な前提条件＞ 

・ 収入は将来利用者数に運賃を乗じ算定する。 

・ 将来利用者数は「島民」と「島外」に分けて以下のとおり推計した。 

・ 島民は平成 22年と平成 27年の変化率から算定した将来人口（藍島・馬島合計）に、平

成 24年から平成 28年までの島民 1人当たり年間平均回数（124回/年）を乗じて算定し

た。 

・ 島外は平成 29年 4月～9月の対前年比より島外利用者増減率を算定（△2.92％）し将来

も同様の傾向が続くと仮定した。 

・ 燃料費は新船導入による増加を加味し、H29度は H28度の 1.25倍、H30度は H28度の 1.5

倍と仮定した。 

・ 船員費は物価上昇を加味し年 0.5％増とした。 

・ 船舶修繕費は H24～H28平均値を基準にリプレイス後は 10％減と仮定した。なお、H29は

半期のため 5％減と仮定とした。 

・ 新船の減価償却費は H30度より船価 3.72億円を国基準にあわせ 14年で償却すると仮定

した。 

 

 

図表 収支シミュレーション結果（単位：千円） 

 


